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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、圧粉磁心の磁気損失低減を目的に、磁気損失の主たる成分であるヒステリシス損失に

関わる保磁力に及ぼす微視欠陥構造因子の影響を明らかにしている。まず、保磁力が微視欠陥構造

因子である結晶粒径、気孔率、残留ひずみ（転位密度）および介在物量を変数とした独立成分の和

として定式化が可能であることを示している。さらに、個々の独立成分について、それに関わる微

視欠陥構造因子による保磁力発現機構を古典的な磁化理論に基づいて検証し、低損失圧粉磁心設計

における有効かつ詳細な指針を与えている。よって本論文は、材料物性工学上価値ある業績であり、

博士（工学）の学位論文に値すると認める。 

 
 
 
 
 
 
 


